
ご意見・感想サイトは，上のQR 
コードからもご覧いただけます
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（https://www.s.u-tokyo.ac.jp/ja/story/newsletter/もしくは「理学部ニュー
ス」で検索してください）では，最新号の記事のほか，50年以上続く理学部ニュー
スの過去記事をすべてご覧いただける。毎号の発刊にあわせて内容をお知らせする
ためのメーリングリストへの登録も案内している（https://www.s.u-tokyo.ac.jp/
ja/story/newsletter/email/）。
　上部リンク内には「理学部ニュースへのご意見・感想」をお寄せいただくサイト
がある。興味のある連載や難易度などのアンケートに加えて，自由にご意見を記述
いただく欄などを設けている。みなさまからの意見をふまえ，さらに理学部ニュー
スを充実させていきたい。ぜひお気軽にご意見・感想をお寄せいただけると幸いで
ある。

東 京大学理学部のホームページ内の広報誌「理学部ニュース」紹介サイト 

理学部ニュースご意見サイトへのご協力のお願い
広報誌編集委員会

おしらせ
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博士学位取得者一覧

  種別 専攻 取得者名 論文題名
2021年 1月 18日付

論文 生科 引地 尚子 骨の炎症機構に関わる生理活性物質の分子生物学的研究 （※）

（※）は原題が英語（和訳した題名を掲載）

  

　理学部ニュースの「研究最前線」は，プレスリリースさ
れた研究成果から，一般の関心も高い研究成果を，分野が
偏らないように編集委員会で選んで執筆を依頼しています。
編集に関わって驚いたことは，毎年じつに多くのプレスリ
リースがあり（2020 年は 110 件），それを教員が分かりや
すく解説してくださることでした。本号掲載の「温故知新」
の記事で紹介した，理科大学の頃の研究者は，野々宮のよ

　終わってみれば2年間はあっという間でした。2年前に
東京大学に着任するのと同時に編集委員のお仕事をいただ
きましたが，当時はヨーロッパでの留学から帰国した直後
で，（逆？）カルチャーショックでいっぱいでした。7 年
間の留学中は日本語での仕事をほとんどしていなかったた
めに，みなさんからいただく記事の査読をさせていただい
ても，どうしたら読みやすくなるのかわからずとても苦労
しました。しかし，理学部ニュースの編集の仕事の中で，
多様で個性的な名文をたくさん読ませていただき、内容が

◆　編集委員会より退任のご挨拶　◆

うに暗い穴倉に籠もって，何の役に立つかわからない研究
に没頭する浮き世離れした変人でした。時代は変わり，穴
倉の研究者も世間に向かって自身の研究を広く世間に知ら
せることが必要になり，理学部ニュースがそのお手伝いを
していることがよく分かりました。「猫」の苦沙弥先生（漱
石）が嫌った実業家に近づいているのかもしれません。

茅根 創（地球惑星科学専攻 教授）

面白く勉強になるのは当然としても，それ以上に日本語の
文章の勉強をさせていただけたことにとても感謝していま
す。加えて，もともと東京大学の卒業生でもなく，着任直
後で知り合いも少なかったので，所属している生物科学専
攻だけでなく，理学系研究科全体のことを知る良いきっか
けにさせてもらいました。2 年での退任は寂しいですが，
これからは一読者として楽しませていただきたいと思いま
す。2年間ありがとうございました。

鈴木 郁夫（生物科学専攻 准教授）




